
秋鹿酒造有限会社は、１８８６年大阪最北端の能勢で創業し、米

作りから醸造まで一貫して自社で取り組んでいる。（「一貫造

り」）

「一貫造り」の基本となる酒米作りについては約30年前に基本

となる栽培体系を確立しており、以後化学合成農薬・肥料を一切使

用しない栽培で、かつ最新の技術や機器等を取り入れ、積極的に規

模拡大を進めている。現在栽培面積は年約１haのペースで増加し、

ここ10年間で栽培面積は約１２ｈａから２５haに倍増するまでに

至っている。

今後さらにその面積を拡大する意向であり、環境保全や耕作放棄

地発生未然防止といった地域貢献を積極的に実践する経営体として、

今後の飛躍が大いに期待できる。

環境に優しい“一貫造り”で今までも・そしてこれからも
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近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール
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大阪府豊能郡能勢町主な取組

７代目・奥航太朗氏 醸造過程で得られた米糠は
有機質肥料として使用


